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「プラ木レン」はフクビ化学工業（株）の登録商標です。



E-CP

CPR CP

CPシリーズ

CPR-SE

CP-SEシリーズ

LL-40 ・ LH-55遮音
性能

住宅向け

LL-40 ・ LH-50遮音
性能

遮音
性能

住宅向け

LL-45 ・ LH-55遮音
性能

住宅向け

△LL（Ⅱ）-3・△LH（Ⅱ）-2

△L＝1遮音
性能

性能表示対応

ST-0/3
△L＝0遮音

性能

性能表示対応

EP

EPシリーズ（断熱材裏打ちタイプ）

EP-F
フリーフロアーCP
（現行樹脂製支持脚）

ボルト
ナット
台板

両面テープ
ゴム座

ビス（台板留付け用）

フリーフロアーE-CP
（資源循環型支持脚）

ボルト
台座ナット
ゴム座部材点数

6点→3点削減

台座・ビス・ナットの3部材を
一体化した台座ナット

システム根太SG
システム根太

遮音プラ木レン プラ木レン

LL-50 ・ LH-55遮音
性能

住宅向け

断熱材の厚み
　20mm
　30mm
　65mm

断熱材の厚み
　20mm
　30mm
　65mm

施設向け
補強用

床支持具

LL-40 ・ LH-50遮音
性能
床パネルパーティクルボード20㎜

LL-45 ・ LH-55遮音
性能

床パネル合板15㎜
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※下記試験データは測定値であり、保証値ではありません。

※下記試験データは測定値であり、保証値ではありません。※下記試験データは測定値であり、保証値ではありません。
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※下記試験データは測定値であり、保証値ではありません。

※下記試験データは測定値であり、保証値ではありません。※下記試験データは測定値であり、保証値ではありません。
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LL-40・LH-50
△LL（Ⅱ）-3・△LH（Ⅱ）-2

LL-40・LH-50　発行番号：第11A0427号

△LL（Ⅱ）-3・△LH（Ⅱ）-2　発行番号：第11A0428号
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オクターブバンド中心周波数（Hz）

L-40

■重量床衝撃音

■軽量床衝撃音
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63 125 250 500 1000 2000 4000

オクターブ帯域中心周波数（Hz）

△LL（Ⅱ）-3

△LH（Ⅱ）-2

軽量衝撃

重量衝撃

床
衝
撃
音
レ
ベ
ル
低
減
量

■床組の構成（きわ根太基準工法）

床衝撃音発生器
中心周波数
床衝撃音レベル低減性能（dB）
床衝撃音低減性能

軽量床衝撃音発生器

⊿LL（Ⅱ）-3

63Hz
7.1

125Hz
7.4

250Hz
14.5

500Hz
27.0

1KHz
37.3

2KHz
-

床衝撃音発生器
中心周波数
床衝撃音レベル低減性能（dB）
床衝撃音低減性能

重量床衝撃音発生器

⊿LL（Ⅱ）-2

63Hz
-3.0

125Hz
-1.4

250Hz
3.2

500Hz
1.8

1KHz
5.9

2KHz
-

床衝撃音発生器
中心周波数
床衝撃音レベル推定値（dB）
推定遮音等級

軽量床衝撃音発生器

LL-40

63Hz
47

125Hz
54

250Hz
46

500Hz
38

1KHz
30

2KHz
20

床衝撃音発生器
中心周波数
床衝撃音レベル推定値（dB）
推定遮音等級

重量床衝撃音発生器

LH-50

63Hz
70

125Hz
63

250Hz
53

500Hz
49

1KHz
32

2KHz
19

壁面

巾木

ピッチ455mm以内 ピッチ６２０mm

サラビス又はスクリュー釘
 （38mm以上）

きわ根太（別途）

ＣＰＲ支持脚
パーティクルボード（20mm）
JIS・MR1（M）-18　2×6尺パネル

サラビス（38mm以上）

積層フローリング
（12mm以上）

床パネルは
低ホルムアルデヒドの
パーティクルボード
JIS-M-18 F☆☆☆☆タイプ

■参考納まり図

幅木　
フローリング　厚12㎜

パーティクルボード　厚20㎜

緩衝材

システム
根太SG
Ｇボルト

φ35

10

ＣＰＲ支持脚

φ31

25

20
12

98

13
0

■参考納まり図 フローリング　厚12㎜

φ31

25

ＣＰＲ支持脚

パーティクルボード　厚20㎜

20
12

98

13
0

「床材の床衝撃音低減性能の等級表記指針」に基づく床衝撃音低減性能
※あくまでも、特定条件下の試験結果であり、性能を保証するものではありません。

RC150mmスラブに施工する場合の床衝撃音レベル推定値
※あくまでも、特定条件下の試験結果であり、性能を保証するものではありません。

E-CP

LL40・LH-55　発行番号：第01A0615号
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オクターブバンド中心周波数（Hz)

■重量床衝撃音

■軽量床衝撃音

L-80
L-75
L-70
L-65
L-60
L-55
L-50
L-45
L-40

床衝撃音発生器
中心周波数
現場におけるコンクリート 床版の床衝撃音レベル（dB）
床衝撃音レベル低減量（dB）
床衝撃音レベル推定値（dB）
推定遮音等級

軽量床衝撃音発生器

LL－40

63Hz
60
13
47

125Hz
67
13
54

250Hz
68
20
48

500Hz
70
31
39

1KHz
71
40
31

2KHz
72
51
21

床衝撃音発生器
中心周波数
現場におけるコンクリート 床版の床衝撃音レベル（dB）
床衝撃音レベル低減量（dB）
床衝撃音レベル推定値（dB）
推定遮音等級

重量床衝撃音発生器

LH－55

63Hz
75
-1
76

125Hz
66
0
66

250Hz
58
2
56

500Hz
47
5
42

1KHz
37
8
29

2KHz
35
15
20

最小
嵌合寸法
（mm）

■ E-CP支持脚

Ｅ－ＣＰ支持脚

Ｅ－ＣＰ支持脚

Ｅ－ＣＰ支持脚

Ｅ－ＣＰ支持脚

Ｅ－ＣＰ支持脚

Ｅ－ＣＰ支持脚

Ｅ－ＣＰ支持脚

Ｅ－ＣＰ支持脚

Ｅ－ＣＰ支持脚

Ｅ－ＣＰ支持脚

１０ -   ５０

２０ -   ６０

３８ -   ６０

３８ -   ８５

３８ - １１０

３８ - １３５

８８ - １６０

８８ - ２１５

８８ - ２６５

８８ - ３１５

50～67

61～90

79～103

85～128

110～153

135～178

160～248

215～303

265～353

315～403

58．5

75．5

91

106.5

131.5

156.5

204

259

309

359

100 200 300 400

ECP1050
ECP2060
ECP3860
ECP3885
ECP110
ECP135
ECP160
ECP215
ECP265
ECP315

品名 コード 調整範囲
（㎜）

中央高さ
（㎜）

床パネル20mm天端までの高さ調整範囲（mm）設計価格

¥750/本

¥750/本

¥790/本

¥810/本

¥830/本

¥940/本

¥990/本

¥1,300/本

¥1,540/本

¥1,540/本

10

15

入数
（本）

100

50
20

試験床版/RC製標準床厚150mm

50 67

61 90

79 103

85 128

110 153

135 178

160 248

215 303

265 353

315 403

床衝撃音レベル推定値（計算値）は、旧（財）建材試験センターの算出
法に準拠したもので、床衝撃音レベル低減量試験結果を基に、現場の
コンクリート床板（厚さ150mm）に試料を施工した場合の床衝撃音レ
ベルを推定したものである。

※あくまでも特定条件下（P13参照）の推定値であり、現場性能を保証
するものではありません。

50mm～403mm
●E-CP支持脚

■参考納まり図

スラブ

E-CP支持脚

パーチクルボード　t=20
フレキ皿ビス 半ねじタイプ φ3.8×L38

20
12

16
8 20
0

スクリューネイル　φ2.15×L38

フローリング　t=12

壁面

巾木

ピッチ455mm以内 ピッチ６２０mm

サラビス又はスクリュー釘
 （38mm以上）

きわ根太（別途）

E-CP支持脚
パーティクルボード（20mm）
JIS・MR1（M）-18　2×6尺パネル

サラビス（38mm以上）

積層フローリング
（12mm以上）

床パネルは
低ホルムアルデヒドの
パーティクルボード
JIS-M-18 F☆☆☆☆タイプ

LL-40
LH-55
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LL-40・LH-50
△LL（Ⅱ）-3・△LH（Ⅱ）-2

LL-40・LH-50　発行番号：第11A0427号

△LL（Ⅱ）-3・△LH（Ⅱ）-2　発行番号：第11A0428号
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■重量床衝撃音

■軽量床衝撃音
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軽量衝撃

重量衝撃

床
衝
撃
音
レ
ベ
ル
低
減
量

■床組の構成（きわ根太基準工法）

床衝撃音発生器
中心周波数
床衝撃音レベル低減性能（dB）
床衝撃音低減性能

軽量床衝撃音発生器

⊿LL（Ⅱ）-3

63Hz
7.1

125Hz
7.4

250Hz
14.5

500Hz
27.0

1KHz
37.3

2KHz
-

床衝撃音発生器
中心周波数
床衝撃音レベル低減性能（dB）
床衝撃音低減性能

重量床衝撃音発生器

⊿LL（Ⅱ）-2

63Hz
-3.0

125Hz
-1.4

250Hz
3.2

500Hz
1.8

1KHz
5.9

2KHz
-

床衝撃音発生器
中心周波数
床衝撃音レベル推定値（dB）
推定遮音等級

軽量床衝撃音発生器

LL-40

63Hz
47

125Hz
54

250Hz
46

500Hz
38

1KHz
30

2KHz
20

床衝撃音発生器
中心周波数
床衝撃音レベル推定値（dB）
推定遮音等級

重量床衝撃音発生器

LH-50

63Hz
70

125Hz
63

250Hz
53

500Hz
49

1KHz
32

2KHz
19

壁面

巾木

ピッチ455mm以内 ピッチ６２０mm

サラビス又はスクリュー釘
 （38mm以上）

きわ根太（別途）

ＣＰＲ支持脚
パーティクルボード（20mm）
JIS・MR1（M）-18　2×6尺パネル

サラビス（38mm以上）

積層フローリング
（12mm以上）

床パネルは
低ホルムアルデヒドの
パーティクルボード
JIS-M-18 F☆☆☆☆タイプ

■参考納まり図

幅木　
フローリング　厚12㎜

パーティクルボード　厚20㎜

緩衝材

システム
根太SG
Ｇボルト

φ35
10

ＣＰＲ支持脚

φ31

25

20
12

98

13
0

■参考納まり図 フローリング　厚12㎜

φ31

25

ＣＰＲ支持脚

パーティクルボード　厚20㎜

20
12

98

13
0

「床材の床衝撃音低減性能の等級表記指針」に基づく床衝撃音低減性能
※あくまでも、特定条件下の試験結果であり、性能を保証するものではありません。

RC150mmスラブに施工する場合の床衝撃音レベル推定値
※あくまでも、特定条件下の試験結果であり、性能を保証するものではありません。

E-CP

LL40・LH-55　発行番号：第01A0615号
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オクターブバンド中心周波数（Hz)

■重量床衝撃音

■軽量床衝撃音

L-80
L-75
L-70
L-65
L-60
L-55
L-50
L-45
L-40

床衝撃音発生器
中心周波数
現場におけるコンクリート 床版の床衝撃音レベル（dB）
床衝撃音レベル低減量（dB）
床衝撃音レベル推定値（dB）
推定遮音等級

軽量床衝撃音発生器

LL－40

63Hz
60
13
47

125Hz
67
13
54

250Hz
68
20
48

500Hz
70
31
39

1KHz
71
40
31

2KHz
72
51
21

床衝撃音発生器
中心周波数
現場におけるコンクリート 床版の床衝撃音レベル（dB）
床衝撃音レベル低減量（dB）
床衝撃音レベル推定値（dB）
推定遮音等級

重量床衝撃音発生器

LH－55

63Hz
75
-1
76

125Hz
66
0
66

250Hz
58
2
56

500Hz
47
5
42

1KHz
37
8
29

2KHz
35
15
20

最小
嵌合寸法
（mm）

■ E-CP支持脚

Ｅ－ＣＰ支持脚

Ｅ－ＣＰ支持脚

Ｅ－ＣＰ支持脚

Ｅ－ＣＰ支持脚

Ｅ－ＣＰ支持脚

Ｅ－ＣＰ支持脚

Ｅ－ＣＰ支持脚

Ｅ－ＣＰ支持脚

Ｅ－ＣＰ支持脚

Ｅ－ＣＰ支持脚

１０ -   ５０

２０ -   ６０

３８ -   ６０

３８ -   ８５

３８ - １１０

３８ - １３５

８８ - １６０

８８ - ２１５

８８ - ２６５

８８ - ３１５

50～67

61～90

79～103

85～128

110～153

135～178

160～248

215～303

265～353

315～403

58．5

75．5

91

106.5

131.5

156.5

204

259

309

359

100 200 300 400

ECP1050
ECP2060
ECP3860
ECP3885
ECP110
ECP135
ECP160
ECP215
ECP265
ECP315

品名 コード 調整範囲
（㎜）

中央高さ
（㎜）

床パネル20mm天端までの高さ調整範囲（mm）設計価格

¥750/本

¥750/本

¥790/本

¥810/本

¥830/本

¥940/本

¥990/本

¥1,300/本

¥1,540/本

¥1,540/本

10

15

入数
（本）

100

50
20

試験床版/RC製標準床厚150mm

50 67

61 90

79 103

85 128

110 153

135 178

160 248

215 303

265 353

315 403

床衝撃音レベル推定値（計算値）は、旧（財）建材試験センターの算出
法に準拠したもので、床衝撃音レベル低減量試験結果を基に、現場の
コンクリート床板（厚さ150mm）に試料を施工した場合の床衝撃音レ
ベルを推定したものである。

※あくまでも特定条件下（P13参照）の推定値であり、現場性能を保証
するものではありません。

50mm～403mm
●E-CP支持脚

■参考納まり図

スラブ

E-CP支持脚

パーチクルボード　t=20
フレキ皿ビス 半ねじタイプ φ3.8×L38

20
12

16
8 20
0

スクリューネイル　φ2.15×L38

フローリング　t=12

壁面

巾木

ピッチ455mm以内 ピッチ６２０mm

サラビス又はスクリュー釘
 （38mm以上）

きわ根太（別途）

E-CP支持脚
パーティクルボード（20mm）
JIS・MR1（M）-18　2×6尺パネル

サラビス（38mm以上）

積層フローリング
（12mm以上）

床パネルは
低ホルムアルデヒドの
パーティクルボード
JIS-M-18 F☆☆☆☆タイプ

LL-40
LH-55
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LL-45・LH-55　発行番号：第11A4107号
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オクターブバンド中心周波数（Hz）

床
衝
撃
音
レ
ベ
ル（
d
B
）

■重量床衝撃音

■軽量床衝撃音

L-60
L-55

L-50
L-45

L-40

■床組の構成（きわ根太基準工法）

床衝撃音発生器
中心周波数
床衝撃音レベル推定値（dB）
推定遮音等級

軽量床衝撃音発生器

LL-45

63Hz
50

125Hz
58

250Hz
50

500Hz
43

1KHz
31

2KHz
21

床衝撃音発生器
中心周波数
床衝撃音レベル推定値（dB）
推定遮音等級

重量床衝撃音発生器

LH-55

63Hz
74

125Hz
66

250Hz
54

500Hz
45

1KHz
31

2KHz
21

ベターリビングマークとは
左図のマークのある商品は優良住宅部品（BL部品・BL認定商品）であり、品質・性能・アフターサービスなどに優れた住宅部品です。
人々の住生活水準の向上と消費者の保護を推進することを目的として認定し、その普及を図っています。
認定を受けた住宅部品には、部材へのBLマークの刻印により優良住宅部品（BL部品）である旨を表示することになっています。
また、これが表示された部品には、瑕疵保証と損害賠償の両面からのBL保険が付いています。

●フリーフロアーは、適度な緩衝性能を持つ脚部と床板からなる独自の二重床構造により、優れた遮音性能・疲れにくく快適な歩行感・万一の転倒衝突時の安全性・
不快な冷熱感のない浮構造等の特長を有していますので、多少柔らかさ感や振動伝播等が発生することがあります。ご了承ください。

※下記試験データは測定値であり、保証値ではありません。

壁面

幅木

ピッチ455mm以内 ピッチ620mm

サラビス又はスクリュー釘
 （38mm以上）

きわ根太（別途）

CP支持脚
サラビス（38mm以上）

積層フローリング
（12mm以上）

パーティクルボード（20mm）
JIS・MR1（M）-18　2×6尺パネル

床パネルは
低ホルムアルデヒドの
パーティクルボード
JIS・MR1（M）-18F☆☆☆☆

■参考納まり図 フローリング　厚12㎜

ＣＰ支持脚

パーティクルボード　厚20㎜

φ40

21

20
12

98

13
0

床衝撃音レベル推定値（計算値）は、旧（財）建材試験センターの算出
法に準拠したもので、床衝撃音レベル低減量試験結果を基に、現場の
コンクリート床板（厚さ150mm）に試料を施工した場合の床衝撃音レ
ベルを推定したものである。

※あくまでも特定条件下（P13参照）の推定値であり、現場性能を保証
するものではありません。
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LL-45・LH-55　発行番号：第11A4107号
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推定遮音等級
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31
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床衝撃音レベル推定値（dB）
推定遮音等級

重量床衝撃音発生器

LH-55

63Hz
74

125Hz
66

250Hz
54

500Hz
45

1KHz
31

2KHz
21

ベターリビングマークとは
左図のマークのある商品は優良住宅部品（BL部品・BL認定商品）であり、品質・性能・アフターサービスなどに優れた住宅部品です。
人々の住生活水準の向上と消費者の保護を推進することを目的として認定し、その普及を図っています。
認定を受けた住宅部品には、部材へのBLマークの刻印により優良住宅部品（BL部品）である旨を表示することになっています。
また、これが表示された部品には、瑕疵保証と損害賠償の両面からのBL保険が付いています。

●フリーフロアーは、適度な緩衝性能を持つ脚部と床板からなる独自の二重床構造により、優れた遮音性能・疲れにくく快適な歩行感・万一の転倒衝突時の安全性・
不快な冷熱感のない浮構造等の特長を有していますので、多少柔らかさ感や振動伝播等が発生することがあります。ご了承ください。

※下記試験データは測定値であり、保証値ではありません。

壁面

幅木

ピッチ455mm以内 ピッチ620mm

サラビス又はスクリュー釘
 （38mm以上）

きわ根太（別途）

CP支持脚
サラビス（38mm以上）

積層フローリング
（12mm以上）

パーティクルボード（20mm）
JIS・MR1（M）-18　2×6尺パネル

床パネルは
低ホルムアルデヒドの
パーティクルボード
JIS・MR1（M）-18F☆☆☆☆

■参考納まり図 フローリング　厚12㎜

ＣＰ支持脚

パーティクルボード　厚20㎜
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床衝撃音レベル推定値（計算値）は、旧（財）建材試験センターの算出
法に準拠したもので、床衝撃音レベル低減量試験結果を基に、現場の
コンクリート床板（厚さ150mm）に試料を施工した場合の床衝撃音レ
ベルを推定したものである。

※あくまでも特定条件下（P13参照）の推定値であり、現場性能を保証
するものではありません。

8



･遮音性能◎　・住宅向け

･遮音性能◎　・住宅向け

･耐荷重性能◎　・施設向け

CP-F支持脚使用時

パーティクルボードJIS・MR1（M）-18

パーティクルボードJIS・MR1（M）-18

パーティクルボードJIS・MR1（M）-18

種類 厚み 幅

12㎜以上 140㎜以上 不要
12㎜以上 140㎜未満
12㎜未満
－
－

－

－

－
－

－

－

－

無垢フローリング 12㎜
直張りフローリング 5.5㎜以上

ビニル床シート・クッションフロア
ビニル床タイル・タイルカーペット・カーペット

9㎜以上
（1坪未満の場合は5.5㎜以上)

畳 不要

仕上げ材
捨張合板厚み

複合フローリング
5.5㎜以上

※記載する種類以外の仕上げ材の場合、捨張合板の仕様は別途ご相談ください。
※仕上げ材メーカーの施工要領に捨張合板仕様の記載がある場合には、仕上げ材メーカーの
　仕様に従ってください。
※住宅用途以外に使用する場合には、捨張合板の厚みについて別途ご相談ください。
※床暖房パネルを施設する場合には、捨張合板12㎜を施工してください。
※ビニル床シート・クッションフロア・ビニル床タイル仕上げの場合、捨張合板の目地が表面に浮き
　出る恐れがあります。捨張合板の上に5.5㎜合板を重ね貼りすることで目地の浮き出しを軽減
　することができます。

種類 厚み 幅

12㎜以上 140㎜以上 不要
12㎜以上 140㎜未満
12㎜未満
－
－

－

－

－
－

－

－

－

無垢フローリング 12㎜以上
直張りフローリング

9㎜以上ビニル床シート・クッションフロア
ビニル床タイル・タイルカーペット・カーペット

畳 不要

仕上げ材
捨張合板厚み

複合フローリング
9㎜以上

※記載する種類以外の仕上げ材の場合、捨張合板の仕様は別途ご相談ください。
※仕上げ材メーカーの施工要領に捨張合板仕様の記載がある場合には、仕上げ材メーカーの
　仕様に従ってください。
※住宅用途以外に使用する場合には、捨張合板の厚みについて別途ご相談ください。
※床暖房パネルを施設する場合には、捨張合板12㎜を施工してください。
※ビニル床シート・クッションフロア・ビニル床タイル仕上げの場合、捨張合板の目地が表面に浮き
　出る恐れがあります。捨張合板の上に5.5㎜合板を重ね貼りすることで目地の浮き出しを軽減
　することができます。

壁面

幅木

ピッチ455mm以内 ピッチ620mm以内

サラビス又はスクリュー釘
 （38mm以上）

きわ根太（別途）

CP支持脚
サラビス（38mm以上）

積層フローリング
（12mm以上）

パーティクルボード（20mm）
JIS・MR1（M）-18　2×6尺パネル

床パネルは
低ホルムアルデヒドの
パーティクルボード
JIS・MR1（M）-18F☆☆☆☆

ポリプロピレン

ナイロン

ポリプロピレン

ナイロン

ポリプロピレン

ナイロン

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

最低
嵌合寸法
（mm）

最低
嵌合寸法
（mm）

最低
嵌合寸法
（mm）

CP-F
支持脚

（CP-F支持脚用）

（CP-F支持脚用）

（CP-F支持脚用）

CP-F支持脚

CP-F支持脚

■CP-F支持脚（超低床用・汎用は10mmゴム座付、高床用は5mmゴム座付）

￥860/本

￥860/本

￥860/本

￥910/本

￥930/本

￥950/本

￥1,080/本

￥1,140/本

￥1,360/本

￥1,500/本

￥1,780/本

￥1,780/本

￥1,960/本

￥2,100/本

￥2,200/本

￥2,380/本

￥2,380/本

￥2,740/本

￥850/本

￥850/本

￥850/本

￥890/本

￥910/本

￥940/本

￥980/本

￥1,140/本

￥1,340/本

￥1,460/本

￥1,760/本

￥1,840/本

￥2,100/本

￥2,100/本

￥2,200/本

￥2,380/本

￥2,380/本

￥2,740/本

￥860/本

￥860/本

￥860/本

￥910/本

￥930/本

￥950/本

￥1,080/本

￥1,140/本

￥1,360/本

￥1,500/本

￥1,780/本

￥1,780/本

￥1,960/本

※バラ出荷対応いたします。ただし、１オーダーに正梱が含まれている場合についても梱包手数料として、￥3，０００別途申し受けます。

91～140

91～165

91～190

111～235

111～260

115

137

162

197

222

95～143

95～168

95～193

115～238

115～263

119

140

165

200

225

80～128

80～153

80～178

100～223

100～248

104

125

150

185

210

10

15

10

15

10

15

140

165

190190

235

260

143

128

153

178

223

248

168

238

193193
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･遮音性能◎　・住宅向け

･遮音性能◎　・住宅向け

･耐荷重性能◎　・施設向け

CP-F支持脚使用時

パーティクルボードJIS・MR1（M）-18

パーティクルボードJIS・MR1（M）-18

パーティクルボードJIS・MR1（M）-18

種類 厚み 幅

12㎜以上 140㎜以上 不要
12㎜以上 140㎜未満
12㎜未満
－
－

－

－

－
－

－

－

－

無垢フローリング 12㎜
直張りフローリング 5.5㎜以上

ビニル床シート・クッションフロア
ビニル床タイル・タイルカーペット・カーペット

9㎜以上
（1坪未満の場合は5.5㎜以上)

畳 不要

仕上げ材
捨張合板厚み

複合フローリング
5.5㎜以上

※記載する種類以外の仕上げ材の場合、捨張合板の仕様は別途ご相談ください。
※仕上げ材メーカーの施工要領に捨張合板仕様の記載がある場合には、仕上げ材メーカーの
　仕様に従ってください。
※住宅用途以外に使用する場合には、捨張合板の厚みについて別途ご相談ください。
※床暖房パネルを施設する場合には、捨張合板12㎜を施工してください。
※ビニル床シート・クッションフロア・ビニル床タイル仕上げの場合、捨張合板の目地が表面に浮き
　出る恐れがあります。捨張合板の上に5.5㎜合板を重ね貼りすることで目地の浮き出しを軽減
　することができます。

種類 厚み 幅

12㎜以上 140㎜以上 不要
12㎜以上 140㎜未満
12㎜未満
－
－

－

－

－
－

－

－

－

無垢フローリング 12㎜以上
直張りフローリング

9㎜以上ビニル床シート・クッションフロア
ビニル床タイル・タイルカーペット・カーペット

畳 不要

仕上げ材
捨張合板厚み

複合フローリング
9㎜以上

※記載する種類以外の仕上げ材の場合、捨張合板の仕様は別途ご相談ください。
※仕上げ材メーカーの施工要領に捨張合板仕様の記載がある場合には、仕上げ材メーカーの
　仕様に従ってください。
※住宅用途以外に使用する場合には、捨張合板の厚みについて別途ご相談ください。
※床暖房パネルを施設する場合には、捨張合板12㎜を施工してください。
※ビニル床シート・クッションフロア・ビニル床タイル仕上げの場合、捨張合板の目地が表面に浮き
　出る恐れがあります。捨張合板の上に5.5㎜合板を重ね貼りすることで目地の浮き出しを軽減
　することができます。

壁面

幅木

ピッチ455mm以内 ピッチ620mm以内

サラビス又はスクリュー釘
 （38mm以上）

きわ根太（別途）

CP支持脚
サラビス（38mm以上）

積層フローリング
（12mm以上）

パーティクルボード（20mm）
JIS・MR1（M）-18　2×6尺パネル

床パネルは
低ホルムアルデヒドの
パーティクルボード
JIS・MR1（M）-18F☆☆☆☆

ポリプロピレン

ナイロン

ポリプロピレン

ナイロン

ポリプロピレン

ナイロン

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

最低
嵌合寸法
（mm）

最低
嵌合寸法
（mm）

最低
嵌合寸法
（mm）

CP-F
支持脚

（CP-F支持脚用）

（CP-F支持脚用）

（CP-F支持脚用）

CP-F支持脚

CP-F支持脚

■CP-F支持脚（超低床用・汎用は10mmゴム座付、高床用は5mmゴム座付）

￥860/本

￥860/本

￥860/本

￥910/本

￥930/本

￥950/本

￥1,080/本

￥1,140/本

￥1,360/本

￥1,500/本

￥1,780/本

￥1,780/本

￥1,960/本

￥2,100/本

￥2,200/本

￥2,380/本

￥2,380/本

￥2,740/本

￥850/本

￥850/本

￥850/本

￥890/本

￥910/本

￥940/本

￥980/本

￥1,140/本

￥1,340/本

￥1,460/本

￥1,760/本

￥1,840/本

￥2,100/本

￥2,100/本

￥2,200/本

￥2,380/本

￥2,380/本

￥2,740/本

￥860/本

￥860/本

￥860/本

￥910/本

￥930/本

￥950/本

￥1,080/本

￥1,140/本

￥1,360/本

￥1,500/本

￥1,780/本

￥1,780/本

￥1,960/本

※バラ出荷対応いたします。ただし、１オーダーに正梱が含まれている場合についても梱包手数料として、￥3，０００別途申し受けます。
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より詳細な施工手順については、施工要領書をご確認ください。

●プラスドライバー（3番）

●床パネルを全面に敷設したら、支持脚の最終レベル調整を行う。その後、床パネルの上を歩いて床鳴りが発生しないかを確認する。
　床鳴りする場合は、フローリングの施工前に補修を行う。
●最終レベル調整は、支持脚直上に載って行わない。支持脚から離れた場所から手をのばしてレベル調整を行う。
●床パネルの上に重量物の仮置きを避ける。
●床下に配管がある場合にはチョーク等で印を付けておきフローリング等仕上げ材の施工時に釘による配管の打ち抜きを予防する。
●床パネルを全面に敷設後は、重量物の仮置きを避ける。
●立ち上がり配管等で床パネルを切り欠く場合は、配管と床パネルの間を5～10㎜空けます。余分な切込みは避け、補強用支持脚で補強します。

1

●床パネルの張り始め位置を確認し、1枚目の床パネルをきわ根太に載せる。この時、床パネルと壁躯体との間に5～10㎜の隙間を設ける。
●きわ根太にかかる床パネルをフレキ付サラビス半ネジタイプ（φ3.8×L38＠300㎜ピッチ）で固定する。
●CPシリーズ・MPシリーズ支持脚の粘着テープの剥離紙をはがし（E-CPの場合は剝離紙が無いため不要）、床パネルの長辺に455㎜ピッチ以内（CP-50Kの場合は、
620mmピッチ以内）で支持脚を設置し、床の仕上げ高さまで仮レベル調整し、床パネルを支える。（CPシリーズの支持脚は、下記の専用工具でレベル調整を行う。）
●床パネルと台板に隙間があいていないこと、スラブ面に対してゴム座底面全面が接地していることを確認する。
　ゴム座が浮いていると床鳴りや強度低下の原因になる可能性があります。
　浮いてしまう場合には、元請業者に報告し、スラブの補修を行う。

●床パネルにかかる支持脚は、フ
レキ付サラビス半ネジタイプ
（φ3.8×38㎜以上）（CP-50K
の場合はφ3.8×41㎜以上）で
右図のように固定する。

●割付け図に従い千鳥になるように床パネルを敷き込みます。1列目の床パネルの敷き込みが
終わったら、レーザーを当てて、支持脚をレベル調整する。床パネル間の目地幅は長手方向
は約20㎜、短手方向は約2～3㎜隙間を設ける。
●1枚目と同様に、フレキ付サラビス（長さ38㎜以上半ネジ推奨）（CP-50Kの場合は長さ41
㎜以上）で固定する。
●最後の列に設置する床パネルは、幅を200㎜以上とする。200㎜未満になる場合は、1列前
の床パネルの幅をカットし、200㎜以上になるように調整する。

制振マットの施工に関する注意点

●捨張合板の張り方向は、床パネルと直交するように施工してください。
●捨張合板の目地と床パネルの目地が重ならないように施工してください。
　このとき、床パネルに対する捨張合板のかかり寸法は150㎜以上としてください。
●最後の列に施工する捨張合板は、幅を200㎜以上としてください。

●原則、仕上げ材メーカーの施工要領に従って施工してください。

●フローリングの目地と床パネルの目地が重ならないように施工してください。
　このとき、床パネルに対するフローリングのかかり寸法は150㎜以上としてください。
●フローリングの張り方向は、床パネルと直交するように施工してください。
●フローリングの固定に使用する接着剤は、仕上げ材メーカーの指定接着剤か弾性ウレタン系
接着剤を使用してください。
●フローリングの張り始めや張り終いの固定には、フィニッシュネイルや隠し釘は使用しないで
ください。仕上げ材メーカーの指定するステープルやスクリュー釘等を使用してください。捨張合板の施工に関する注意点

仕上げ材の施工に関する注意点
●床パネル面を清掃後、制振マットを敷き込んでください。
●制振マットと床パネルは固定せず、置くだけとしてください。
●制振マットと床パネルの目地が重ならないように、また、制
振マット同士は隙間が空かないように敷き詰めてください。
●壁際に施工する際は、制振マットと壁躯体との間に5～10
㎜の隙間を設けてください。

施工を始める前の確認事項ときわ根太の確認

3 1枚目の床パネルの敷き込み・床パネルに支持脚を設置

4 床パネルの固定

6 最終レベル調整

5 2枚目以降の床パネルの敷き込み

2 支持脚の高さ仮調整
●きわ根太上面とおおよそ同じ高さに支持脚を
　レベル調整する。

●スラブ面の支持脚が設置できないような不陸、傾き等がないかをあらかじめ確認する。
　不陸、傾き等によって施工ができない状態であれば、元請業者に報告し、補修を行う。
●スラブ面の木屑、ゴミ等を除去する。
●スラブ面が濡れている場所、水たまりがある場所は、乾かす。
●きわ根太の取付け箇所に間違いがないか、指定されているレベルで施工されているのか
確認する。
●きわ根太の高さと掃き出しサッシ、木製建具、家具式クローゼット、配管等との取り合いを
確認する。

支持脚の固定

￥6,800/本
￥2,900/本
￥5,300/本

￥6,800/ケース
￥2,900/ケース
￥5,300/ケース

3,000
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より詳細な施工手順については、施工要領書をご確認ください。

●プラスドライバー（3番）

●床パネルを全面に敷設したら、支持脚の最終レベル調整を行う。その後、床パネルの上を歩いて床鳴りが発生しないかを確認する。
　床鳴りする場合は、フローリングの施工前に補修を行う。
●最終レベル調整は、支持脚直上に載って行わない。支持脚から離れた場所から手をのばしてレベル調整を行う。
●床パネルの上に重量物の仮置きを避ける。
●床下に配管がある場合にはチョーク等で印を付けておきフローリング等仕上げ材の施工時に釘による配管の打ち抜きを予防する。
●床パネルを全面に敷設後は、重量物の仮置きを避ける。
●立ち上がり配管等で床パネルを切り欠く場合は、配管と床パネルの間を5～10㎜空けます。余分な切込みは避け、補強用支持脚で補強します。

1

●床パネルの張り始め位置を確認し、1枚目の床パネルをきわ根太に載せる。この時、床パネルと壁躯体との間に5～10㎜の隙間を設ける。
●きわ根太にかかる床パネルをフレキ付サラビス半ネジタイプ（φ3.8×L38＠300㎜ピッチ）で固定する。
●CPシリーズ・MPシリーズ支持脚の粘着テープの剥離紙をはがし（E-CPの場合は剝離紙が無いため不要）、床パネルの長辺に455㎜ピッチ以内（CP-50Kの場合は、
620mmピッチ以内）で支持脚を設置し、床の仕上げ高さまで仮レベル調整し、床パネルを支える。（CPシリーズの支持脚は、下記の専用工具でレベル調整を行う。）
●床パネルと台板に隙間があいていないこと、スラブ面に対してゴム座底面全面が接地していることを確認する。
　ゴム座が浮いていると床鳴りや強度低下の原因になる可能性があります。
　浮いてしまう場合には、元請業者に報告し、スラブの補修を行う。

●床パネルにかかる支持脚は、フ
レキ付サラビス半ネジタイプ
（φ3.8×38㎜以上）（CP-50K
の場合はφ3.8×41㎜以上）で
右図のように固定する。

●割付け図に従い千鳥になるように床パネルを敷き込みます。1列目の床パネルの敷き込みが
終わったら、レーザーを当てて、支持脚をレベル調整する。床パネル間の目地幅は長手方向
は約20㎜、短手方向は約2～3㎜隙間を設ける。
●1枚目と同様に、フレキ付サラビス（長さ38㎜以上半ネジ推奨）（CP-50Kの場合は長さ41
㎜以上）で固定する。
●最後の列に設置する床パネルは、幅を200㎜以上とする。200㎜未満になる場合は、1列前
の床パネルの幅をカットし、200㎜以上になるように調整する。

制振マットの施工に関する注意点

●捨張合板の張り方向は、床パネルと直交するように施工してください。
●捨張合板の目地と床パネルの目地が重ならないように施工してください。
　このとき、床パネルに対する捨張合板のかかり寸法は150㎜以上としてください。
●最後の列に施工する捨張合板は、幅を200㎜以上としてください。

●原則、仕上げ材メーカーの施工要領に従って施工してください。

●フローリングの目地と床パネルの目地が重ならないように施工してください。
　このとき、床パネルに対するフローリングのかかり寸法は150㎜以上としてください。
●フローリングの張り方向は、床パネルと直交するように施工してください。
●フローリングの固定に使用する接着剤は、仕上げ材メーカーの指定接着剤か弾性ウレタン系
接着剤を使用してください。
●フローリングの張り始めや張り終いの固定には、フィニッシュネイルや隠し釘は使用しないで
ください。仕上げ材メーカーの指定するステープルやスクリュー釘等を使用してください。捨張合板の施工に関する注意点

仕上げ材の施工に関する注意点
●床パネル面を清掃後、制振マットを敷き込んでください。
●制振マットと床パネルは固定せず、置くだけとしてください。
●制振マットと床パネルの目地が重ならないように、また、制
振マット同士は隙間が空かないように敷き詰めてください。
●壁際に施工する際は、制振マットと壁躯体との間に5～10
㎜の隙間を設けてください。

施工を始める前の確認事項ときわ根太の確認

3 1枚目の床パネルの敷き込み・床パネルに支持脚を設置

4 床パネルの固定

6 最終レベル調整

5 2枚目以降の床パネルの敷き込み

2 支持脚の高さ仮調整
●きわ根太上面とおおよそ同じ高さに支持脚を
　レベル調整する。

●スラブ面の支持脚が設置できないような不陸、傾き等がないかをあらかじめ確認する。
　不陸、傾き等によって施工ができない状態であれば、元請業者に報告し、補修を行う。
●スラブ面の木屑、ゴミ等を除去する。
●スラブ面が濡れている場所、水たまりがある場所は、乾かす。
●きわ根太の取付け箇所に間違いがないか、指定されているレベルで施工されているのか
確認する。
●きわ根太の高さと掃き出しサッシ、木製建具、家具式クローゼット、配管等との取り合いを
確認する。

支持脚の固定

￥6,800/本
￥2,900/本
￥5,300/本

￥6,800/ケース
￥2,900/ケース
￥5,300/ケース

3,000
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CP-F支持脚の使

CP-F支持脚
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CP-F支持脚の使

CP-F支持脚
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商品詳細

CPR支持脚

制振マット（12mm厚）

床パネル

材　質 規格（mm） 備　考
制振マット

システム根太SG
（Sボルト）

幅木

根　太　
ナット
ボルト

アスファルト系

LVL
スチール
スチール

910×455×12

30×30

密度2.5g／cm2

硬度70°

硬度70°
MDF製または樹脂製

床パネル
台　座
ナット
ボルト
ゴム座

ゴム座

パーティクルボード JIS・MR1（M）-18もしくはJIS・MR2（P）-18
パーティクルボード JIS・MR1（M）-18もしくはJIS・MR2（P）-18

スチレンブタジエンゴム（SBR）

スチレンブタジエンゴム（SBR）

ポリプロピレン
ナイロン

1820×600×20
87×87×20

-
-

-
-

-
-
-

-

-
-

50～90×5.5～12

密度0.77～0.90g／cm2

ブチル系粘着テープ付

φ31　高さ25

φ31　高さ20

CPR支持脚

支持脚規格

品　　　名

CPR支持脚　    5-63R

CPR支持脚　 15-63R

CPRマルチ支持脚　M30-  88R

CPRマルチ支持脚　M30-113R

CPRマルチ支持脚　M30-138R

CPRマルチ支持脚　M50-163R

CPRマルチ支持脚　M50-188R

10

10

15

15

15

15

15

床下空気層（mm） 嵌合最低寸法（mm）

  60

  60

  75

  93（75）

118（75）

143（95）

168（95）

  78

  88

123

148

173

218

243

～

～

～

～

～

～

～

システム根太SG規格

ナット Sボルト

S

M

Sボルト53

Sボルト73

Sボルト103

Sボルト133

Sボルト163

Sボルト193

68

94

124

154

184

213

調整範囲（mm） 中央高さ（mm）

  60

  73

  103

133

163

193

  76

116

146

176

206

234

～

～

～

～

～

～

基本製品仕様

●コンクリートスラブに水分や湿気が多いと床パネルや仕上げ材が反る場合があります。スラブの水分を確認の上、乾燥した状態で施工してください。
●緩衝材はSGパッド（10×15×30）を2個並列にし、10×30×30としてください。

注意

部材名

CPR支持脚 遮音タイプ

システム根太SG Sボルト

空
気
層

６０
～
２３
４

フローリング固定用釘

幅木　
フローリング　厚12㎜

制振マット　厚12㎜

接着剤φ35

20

床パネル　厚20㎜

緩衝材

システム根太SG

ＣＰＲ支持脚

φ31

25

■製品納まり図
一般部：フリーフロアーCPR支持脚
端　部：システム根太SG Sボルト

重量床衝撃音対策における「特別評価方法認定」を取得

床パネル

1
1CPR-SE

床パネル
床パネル

床パネル

床パネル
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商品詳細

CPR支持脚

制振マット（12mm厚）

床パネル

材　質 規格（mm） 備　考
制振マット

システム根太SG
（Sボルト）

幅木

根　太　
ナット
ボルト

アスファルト系

LVL
スチール
スチール

910×455×12

30×30

密度2.5g／cm2

硬度70°

硬度70°
MDF製または樹脂製

床パネル
台　座
ナット
ボルト
ゴム座

ゴム座

パーティクルボード JIS・MR1（M）-18もしくはJIS・MR2（P）-18
パーティクルボード JIS・MR1（M）-18もしくはJIS・MR2（P）-18

スチレンブタジエンゴム（SBR）

スチレンブタジエンゴム（SBR）

ポリプロピレン
ナイロン

1820×600×20
87×87×20

-
-

-
-

-
-
-

-

-
-

50～90×5.5～12

密度0.77～0.90g／cm2

ブチル系粘着テープ付

φ31　高さ25

φ31　高さ20

CPR支持脚

支持脚規格

品　　　名

CPR支持脚　    5-63R

CPR支持脚　 15-63R

CPRマルチ支持脚　M30-  88R

CPRマルチ支持脚　M30-113R

CPRマルチ支持脚　M30-138R

CPRマルチ支持脚　M50-163R

CPRマルチ支持脚　M50-188R

10

10

15

15

15

15

15

床下空気層（mm） 嵌合最低寸法（mm）

  60

  60

  75

  93（75）

118（75）

143（95）

168（95）

  78

  88

123

148

173

218

243

～

～

～

～

～

～

～

システム根太SG規格

ナット Sボルト

S

M

Sボルト53

Sボルト73

Sボルト103

Sボルト133

Sボルト163

Sボルト193

68

94

124

154

184

213

調整範囲（mm） 中央高さ（mm）

  60

  73

  103

133

163

193

  76

116

146

176

206

234

～

～

～

～

～

～

基本製品仕様

●コンクリートスラブに水分や湿気が多いと床パネルや仕上げ材が反る場合があります。スラブの水分を確認の上、乾燥した状態で施工してください。
●緩衝材はSGパッド（10×15×30）を2個並列にし、10×30×30としてください。

注意

部材名

CPR支持脚 遮音タイプ

システム根太SG Sボルト

空
気
層

６０
～
２３
４

フローリング固定用釘

幅木　
フローリング　厚12㎜

制振マット　厚12㎜

接着剤φ35

20

床パネル　厚20㎜

緩衝材

システム根太SG

ＣＰＲ支持脚

φ31

25

■製品納まり図
一般部：フリーフロアーCPR支持脚
端　部：システム根太SG Sボルト

重量床衝撃音対策における「特別評価方法認定」を取得

床パネル

1
1CPR-SE

床パネル
床パネル

床パネル

床パネル
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施工工具 支持脚 床パネル 連結材
床先行時：約3.5本/㎡
壁先行時：約2.5本/㎡ 約1枚/㎡ 約3本/㎡必要数

■概算使用数（別途きわ根太必要）

●汎用支持脚はマイナスドライバー8×150、9×200（JIS B 4609　ねじ回し）で調整することができます。
●EP工法施工時の床パネルと支持脚及び連結材と支持脚の固定はフレキ付半ねじサラビス（3.8×38mm）で固定してください。
●最低床高さ調整範囲（床パネル天端まで）EP-20：66mm、EP-30：75mm、EP-65：110mm

●汎用CP支持脚はマイナスドライバー8×150､9×200（JIS B 4609　ねじ回し）で調整することができます。
●EP工法施工時の床パネルと支持脚及び連結材と支持脚の固定はフレキ付半ネジサラビス（3.8×38mm）で固定してください。
●最低床高さ調整範囲（床パネル天端まで）EP-20F：65mm、EP-30F：75mm、EP-65F：110mm

■遮音タイプ「EP-20」「EP-30」「EP-65」対応CP支持脚規格（21mmゴム座付） 
品名 バラ出荷

最低
嵌合寸法
（mm）

中央高さ
（mm）

床パネル20mm天端までの高さ調整範囲(mm)

CP支持脚
CP支持脚
CPマルチ支持脚  M30 - 85
CPマルチ支持脚  M30 - 110
CPマルチ支持脚  M30 - 135
CPマルチ支持脚  M50 - 160
CPマルチ支持脚  M50 - 185
CP支持脚
CP支持脚
CP支持脚
CP支持脚
CP支持脚
CP支持脚
CP支持脚
CP支持脚
CP支持脚

5 -   60
15 -   60

50 - 215
50 - 265
50 - 315
50 - 360
100 - 355
100 - 397
100 - 439
100 - 481
100 - 523

L
L
L
L
L

10

15

80
90
115
137
162
197
222
252
302
350
392
432
474
516
558
600

汎用

15

20
25

30高床用

調整範囲
（mm）

100

50

入数
（本）

66～95
76～105
91～140
91～165
91～190
111～235
111～260
215～290
265～340
315～385
360～425
398～465
440～507
482～549
524～591
566～633

コード

CP560
CP1560
CP3085
CP30110
CP30135
CP50160
CP50185
CP50215
CP50265
CP50315
CP50360
CP355L
CP397L
CP439L
CP481L
CP523L

1本単位
○
※

100 200 400 500 600 700300

360 425

566 633
524 591

482 549

440 507

398 465

66 95
76 105
91 140

91

235
260

215 290
265 340

315 385

111

91 190135

160
111 185

ボルトを
カットして対応

設計価格

品名 中央高さ
（mm）

床パネル20mm天端までの高さ調整範囲(mm)

CP支持脚
CP支持脚
CPマルチ支持脚 M30 - 73
CPマルチ支持脚 M30 - 98
CPマルチ支持脚 M30 - 123
CPマルチ支持脚 M50 - 148
CPマルチ支持脚 M50 - 173
CP支持脚
CP支持脚
CP支持脚
CP支持脚
CP支持脚
CP支持脚
CP支持脚
CP支持脚
CP支持脚

5 -   48
15 -   48

50 - 203
50 - 253
50 - 303
50 - 348
100 - 345
100 - 387
100 - 429
100 - 471
100 - 513

K
K
K
K
K

10

15

69
79
104
125
150
185
210
240
290
338
380
422
464
506
548
590

汎用

15

20
25

高床用 30

100

50

入数
（本）

最低
嵌合寸法
（mm）

調整範囲
（mm）コード

CP548
CP1548
CP3073
CP3098
CP30123
CP50148
CP50173
CP50203
CP50253
CP50303
CP50348
CP345K
CP387K
CP429K
CP471K
CP513K

55～83
65～93
80～128
80～153
80～178
100～223
100～248
203～278
253～328
303～373
348～413
388～455
430～497
472～539
514～581
556～623

バラ出荷

1本単位
○
※

100 200 400 500 600 700300

348 413

556 623
514 581

388 455
430 497
472 539

55 83
65 93
80

100

128

203

248
223

178
153

278
253 328

303 373

148

80 123

80 98

100 173

ボルトを
カットして対応

設計価格

165110

20

CP支持脚

調整範囲

調整範囲は、コンクリートスラブ面から
パーティクルボード20mm天端までの高さです。

20

CP-F
支持脚

調整範囲

調整範囲は、コンクリートスラブ面から
パーティクルボード20mm天端までの高さです。

■耐荷重タイプ「EP-20F」「EP-30F」「EP-65F」対応CP-F支持脚規格
　（超低床用・汎用は10mmゴム座付、高床用は5mmゴム座付） 

ご発注に関する注意事項 　　  の色が付いた商品はバラ出荷対応いたします。ただし、１オーダーに正梱が含まれている場合についても梱包手数料として、￥3，０００別途申し受けます。

部材名 材質 寸法
パーティクルボードJIS・MR1(M)-18  Ｆ☆☆☆☆
押出法ポリスチレンフォーム3種b
スチール（三価クロメート処理）
パーティクルボードJIS・MR1(M)-18  Ｆ☆☆☆☆
押出法ポリスチレンフォーム3種b
スチール（三価クロメート処理）

パーティクルボード
断熱材

断熱材固定用ビス
パーティクルボード

断熱材
断熱材固定用ビス

床パネル

連結材

1820×600×20㎜厚
1820×524×20,30,65㎜厚
φ4㎜×L30,40,75㎜
87×510×20㎜厚
87×524×20,30,65㎜厚
φ4㎜×L30,40,75㎜

■製品仕様

※CP支持脚、CP-F支持脚の仕様は、『P.3』をご参照ください。
※捨張合板仕様は、『P.3』をご参照ください。

CP支持脚

CP-F支持脚

¥860/本
¥910/本
¥930/本
¥950/本
¥1,080/本
¥1,140/本
¥1,360/本
¥1,500/本
¥1,780/本
¥1,780/本
¥1,960/本
¥2,100/本
¥2,200/本
¥2,380/本
¥2,380/本
¥2,740/本

¥850/本
¥890/本
¥910/本
¥940/本
¥980/本
¥1,140/本
¥1,340/本
¥1,460/本
¥1,760/本
¥1,840/本
¥2,100/本
¥2,100/本
¥2,200/本
¥2,380/本
¥2,380/本
¥2,740/本

■連結材図

87

524

●連結材裏面 断熱材
固定ビス
L30,40,75

断熱材20,30,65mm
(押出法ポリスチレンフォーム3種b)

●連結材表面 ブチル系
粘着テープ87

77

パーティクルボード20mm

510
524

■床パネル図

■参考納まり図

1820

60
0

●床パネル表面 パーティクルボード20mm

52
4

1820

38
38

●床パネル裏面

断熱材20,30,65mm
(押出法ポリスチレンフォーム3種b)

断熱材固定ビス30,40,75mm

床パネル

連結材

CP支持脚

床パネル

CP-F支持脚

EP EP-F

連結材

品名 断熱材厚み〔㎜〕支持脚の種類 床高調整範囲〔㎜〕（床パネル天端まで）
最低高さ～最高高さ

CP支持脚
（遮音タイプ）

EP-20
EP-30
EP-65

20
30
65

66～633
75～633
110～633

■フリーフロアーEP　製品仕様

品名 断熱材厚み〔㎜〕支持脚の種類 床高調整範囲〔㎜〕（床パネル天端まで）
最低高さ～最高高さ

CP-F支持脚
（耐荷重タイプ）

EP-20F
EP-30F
EP-65F

20
30
65

65～623
75～623
110～623

■フリーフロアーEP-F　製品仕様

フローリング12mm

CP支持脚

スラブ

壁

きわ根太

幅木

〔連結材〕
パーティクルボード20mm厚
断熱材87×524×20,30,65ｍｍ厚

〔床パネル〕
パーティクルボード20mm厚

LL-50 ・ LH-55遮音
性能

遮音タイプ「EP-20」「EP-30」「EP-65」
■遮音性能

※試験体の断熱材の厚み：30㎜
※あくまでも、特定条件下の試験値であり、
　保証値ではありません。

（スラブ厚150mm）

■連結材施工手順

フレキ付半ネジサラビス

19



施工工具 支持脚 床パネル 連結材
床先行時：約3.5本/㎡
壁先行時：約2.5本/㎡ 約1枚/㎡ 約3本/㎡必要数

■概算使用数（別途きわ根太必要）

●汎用支持脚はマイナスドライバー8×150、9×200（JIS B 4609　ねじ回し）で調整することができます。
●EP工法施工時の床パネルと支持脚及び連結材と支持脚の固定はフレキ付半ねじサラビス（3.8×38mm）で固定してください。
●最低床高さ調整範囲（床パネル天端まで）EP-20：66mm、EP-30：75mm、EP-65：110mm

●汎用CP支持脚はマイナスドライバー8×150､9×200（JIS B 4609　ねじ回し）で調整することができます。
●EP工法施工時の床パネルと支持脚及び連結材と支持脚の固定はフレキ付半ネジサラビス（3.8×38mm）で固定してください。
●最低床高さ調整範囲（床パネル天端まで）EP-20F：65mm、EP-30F：75mm、EP-65F：110mm

■遮音タイプ「EP-20」「EP-30」「EP-65」対応CP支持脚規格（21mmゴム座付） 
品名 バラ出荷

最低
嵌合寸法
（mm）

中央高さ
（mm）

床パネル20mm天端までの高さ調整範囲(mm)

CP支持脚
CP支持脚
CPマルチ支持脚  M30 - 85
CPマルチ支持脚  M30 - 110
CPマルチ支持脚  M30 - 135
CPマルチ支持脚  M50 - 160
CPマルチ支持脚  M50 - 185
CP支持脚
CP支持脚
CP支持脚
CP支持脚
CP支持脚
CP支持脚
CP支持脚
CP支持脚
CP支持脚

5 -   60
15 -   60

50 - 215
50 - 265
50 - 315
50 - 360
100 - 355
100 - 397
100 - 439
100 - 481
100 - 523

L
L
L
L
L

10

15

80
90
115
137
162
197
222
252
302
350
392
432
474
516
558
600

汎用

15

20
25

30高床用

調整範囲
（mm）

100

50

入数
（本）

66～95
76～105
91～140
91～165
91～190
111～235
111～260
215～290
265～340
315～385
360～425
398～465
440～507
482～549
524～591
566～633

コード

CP560
CP1560
CP3085
CP30110
CP30135
CP50160
CP50185
CP50215
CP50265
CP50315
CP50360
CP355L
CP397L
CP439L
CP481L
CP523L

1本単位
○
※

100 200 400 500 600 700300

360 425

566 633
524 591

482 549

440 507

398 465

66 95
76 105
91 140

91

235
260

215 290
265 340

315 385

111

91 190135

160
111 185

ボルトを
カットして対応

設計価格

品名 中央高さ
（mm）

床パネル20mm天端までの高さ調整範囲(mm)

CP支持脚
CP支持脚
CPマルチ支持脚 M30 - 73
CPマルチ支持脚 M30 - 98
CPマルチ支持脚 M30 - 123
CPマルチ支持脚 M50 - 148
CPマルチ支持脚 M50 - 173
CP支持脚
CP支持脚
CP支持脚
CP支持脚
CP支持脚
CP支持脚
CP支持脚
CP支持脚
CP支持脚

5 -   48
15 -   48

50 - 203
50 - 253
50 - 303
50 - 348
100 - 345
100 - 387
100 - 429
100 - 471
100 - 513

K
K
K
K
K

10

15

69
79
104
125
150
185
210
240
290
338
380
422
464
506
548
590

汎用

15

20
25

高床用 30

100

50

入数
（本）

最低
嵌合寸法
（mm）

調整範囲
（mm）コード

CP548
CP1548
CP3073
CP3098
CP30123
CP50148
CP50173
CP50203
CP50253
CP50303
CP50348
CP345K
CP387K
CP429K
CP471K
CP513K

55～83
65～93
80～128
80～153
80～178
100～223
100～248
203～278
253～328
303～373
348～413
388～455
430～497
472～539
514～581
556～623

バラ出荷

1本単位
○
※

100 200 400 500 600 700300

348 413

556 623
514 581

388 455
430 497
472 539

55 83
65 93
80

100

128

203

248
223

178
153

278
253 328

303 373

148

80 123

80 98

100 173

ボルトを
カットして対応

設計価格

165110

20

CP支持脚

調整範囲

調整範囲は、コンクリートスラブ面から
パーティクルボード20mm天端までの高さです。

20

CP-F
支持脚

調整範囲

調整範囲は、コンクリートスラブ面から
パーティクルボード20mm天端までの高さです。

■耐荷重タイプ「EP-20F」「EP-30F」「EP-65F」対応CP-F支持脚規格
　（超低床用・汎用は10mmゴム座付、高床用は5mmゴム座付） 

ご発注に関する注意事項 　　  の色が付いた商品はバラ出荷対応いたします。ただし、１オーダーに正梱が含まれている場合についても梱包手数料として、￥3，０００別途申し受けます。

部材名 材質 寸法
パーティクルボードJIS・MR1(M)-18  Ｆ☆☆☆☆
押出法ポリスチレンフォーム3種b
スチール（三価クロメート処理）
パーティクルボードJIS・MR1(M)-18  Ｆ☆☆☆☆
押出法ポリスチレンフォーム3種b
スチール（三価クロメート処理）

パーティクルボード
断熱材

断熱材固定用ビス
パーティクルボード

断熱材
断熱材固定用ビス

床パネル

連結材

1820×600×20㎜厚
1820×524×20,30,65㎜厚
φ4㎜×L30,40,75㎜
87×510×20㎜厚
87×524×20,30,65㎜厚
φ4㎜×L30,40,75㎜

■製品仕様

※CP支持脚、CP-F支持脚の仕様は、『P.3』をご参照ください。
※捨張合板仕様は、『P.3』をご参照ください。

CP支持脚

CP-F支持脚

¥860/本
¥910/本
¥930/本
¥950/本
¥1,080/本
¥1,140/本
¥1,360/本
¥1,500/本
¥1,780/本
¥1,780/本
¥1,960/本
¥2,100/本
¥2,200/本
¥2,380/本
¥2,380/本
¥2,740/本

¥850/本
¥890/本
¥910/本
¥940/本
¥980/本
¥1,140/本
¥1,340/本
¥1,460/本
¥1,760/本
¥1,840/本
¥2,100/本
¥2,100/本
¥2,200/本
¥2,380/本
¥2,380/本
¥2,740/本

■連結材図

87

524

●連結材裏面 断熱材
固定ビス
L30,40,75

断熱材20,30,65mm
(押出法ポリスチレンフォーム3種b)

●連結材表面 ブチル系
粘着テープ87

77

パーティクルボード20mm

510
524

■床パネル図

■参考納まり図

1820

60
0

●床パネル表面 パーティクルボード20mm

52
4

1820

38
38

●床パネル裏面

断熱材20,30,65mm
(押出法ポリスチレンフォーム3種b)

断熱材固定ビス30,40,75mm

床パネル

連結材

CP支持脚

床パネル

CP-F支持脚

EP EP-F

連結材

品名 断熱材厚み〔㎜〕支持脚の種類 床高調整範囲〔㎜〕（床パネル天端まで）
最低高さ～最高高さ

CP支持脚
（遮音タイプ）

EP-20
EP-30
EP-65

20
30
65

66～633
75～633
110～633

■フリーフロアーEP　製品仕様

品名 断熱材厚み〔㎜〕支持脚の種類 床高調整範囲〔㎜〕（床パネル天端まで）
最低高さ～最高高さ

CP-F支持脚
（耐荷重タイプ）

EP-20F
EP-30F
EP-65F

20
30
65

65～623
75～623
110～623

■フリーフロアーEP-F　製品仕様

フローリング12mm

CP支持脚

スラブ

壁

きわ根太

幅木

〔連結材〕
パーティクルボード20mm厚
断熱材87×524×20,30,65ｍｍ厚

〔床パネル〕
パーティクルボード20mm厚

LL-50 ・ LH-55遮音
性能

遮音タイプ「EP-20」「EP-30」「EP-65」
■遮音性能

※試験体の断熱材の厚み：30㎜
※あくまでも、特定条件下の試験値であり、
　保証値ではありません。

（スラブ厚150mm）

■連結材施工手順

フレキ付半ネジサラビス

20



1 施工を始める前の確認事項ときわ根太の確認
●スラブ面の支持脚が設置できないような不陸、傾き等がないかをあらかじめ確認する。不陸、傾き
等によって施工ができない状態であれば、元請業者に報告し、補修を行う。
●スラブ面の木屑、ゴミ等を除去する。
●スラブ面が濡れている場所、水たまりがある場所は、乾かす。
●きわ根太の取付け箇所に間違いがないか、指定されているレベルで施工されているのか確認する。
●きわ根太の高さと掃き出しサッシ、木製建具、家具式クローゼット、配管等との取り合いを確認する。

2 支持脚の高さ仮調整
●きわ根太上面とおおよそ同じ高さに
支持脚をレベル調整する。

3

4 2枚目以降の床パネルの敷き込み
●1枚目と同様に割付け図に従い千鳥になるように床パネルを敷き込みます。床パネル間の目地幅は長手方向は約20㎜、短手方向は約2～3㎜隙間を設ける。
●床パネル・連結材のカット時に、カットした面と固定ビスの間隔が150㎜以上空いた場合には、「EP用断熱材固定ビス」で留める。（下図参照ください。）

●支持脚の両面テープの剥離紙をはがし、床パネルの長辺に607㎜ピッチ以内で支持脚を設置
し、床の仕上げ高さまで仮レベル調整し、床パネルを支える。
●床パネルにかかる支持脚は、フレキ付サラビス半ネジタイプ（φ3.8×L38）で右図のように固
定する。なお、支持脚は、粘着テープの方向が床パネルの長手方向と直交するように設置する。
●連結材は、粘着テープの離型紙をはがして支持脚間に貼り付け、床パネルにかかる連結材をフ
レキ付サラビス半ネジタイプ（φ3.8×L38＠240㎜ピッチ）で固定する。
●最後の列に設置する床パネルは、幅を200㎜以上とする。200㎜未満になる場合は、1列前の
床パネルの幅をカットし、200㎜以上になるように調整する。

5 最終レベル調整
●床パネルを全面に敷設したら、支持脚の最終レベル調整を行う。その後、床パネルの上を歩いて床鳴りが発生しないかを確認する。床鳴りする場合は、フ
ローリングの施工前に補修を行う。
●最終レベル調整は、支持脚直上に載って行わない。支持脚から離れた場所から手をのばしてレベル調整を行う。
●床パネルの上に重量物の仮置きを避ける。
●床下に配管がある場合にはチョーク等で印を付けておきフローリング等仕上げ材の施工時に釘による配管の打ち抜きを予防する。
●床パネルを全面に敷設後は、重量物の仮置きを避ける。
●立ち上がり配管等で床パネルを切り欠く場合は、配管と床パネルの間を5～10㎜空けます。余分な切込みは避け、補強用支持脚で補強します。

■捨張合板仕様（CP支持脚・CP-F補強用支持脚使用時）■ 捨張合板の施工に関する注意点
●捨張合板の張り方向は、床パネルと直交するように施工してください。
●捨張合板の目地と床パネルの目地が重ならないように施工してください。この
とき、床パネルに対する捨張合板のかかり寸法は150㎜以上としてください。

●最後の列に施工する捨張合板は、幅を200㎜以上としてください。
●捨張合板の固定方法は、

■ 仕上げ材の施工に関する注意点

〔3尺×6尺×厚み5.5㎜合板の場合〕
留め方：タッカー（419J相当）
ピッチ：縦9本×横6本＝54本以上

〔3尺×6尺×厚み9㎜12㎜合板の場合〕
留め方：スクリュー釘（長さ32㎜以上）
ピッチ：縦9本×横5本=45本以上
もしくは、
留め方：ビス（長さ32㎜以上）
ピッチ：縦9本×横4本=36本以上

●原則、仕上げ材メーカーの施工要領に従って施工してください。
●フローリングの目地と床パネルの目地が重ならないように施工してください。このとき、床パネルに対するフローリングのかかり寸法は150㎜以上としてください。
●フローリングの張り方向は、床パネルと直交するように施工してください。
●フローリングの固定に使用する接着剤は、仕上げ材メーカーの指定接着剤か弾性ウレタン系接着剤を使用してください。
●フローリングの張り始めや張り終いの固定には、フィニッシュネイルや隠し釘は使用しないでください。仕上げ材メーカーの指定するステープルやスクリュー釘等を使用
してください。

より詳細な施工手順については、施工要領書をご確認ください。

1枚目の床パネルの敷き込み・床パネルに支持脚を設置
●短手方向の断熱材を、きわ根太の幅に合わせてカットする。
●割付図に従って、1枚目の床パネルをきわ根太に載せる。この時、床パネルと壁躯体との間に5～10㎜
の隙間を設ける。また、断熱材がきわ根太に接触していないことを確認する。

●きわ根太にかかる床パネルをフレキ付サラビス半ネジタイプ（φ3.8×L38＠300㎜ピッチ以内）で固
定する。

●支持脚の粘着テープの剥離紙をはがし、床パネルの長辺に607㎜ピッチ以内で支持脚を設置し、床の
仕上げ高さまで仮レベル調整し、床パネルを支える。

●床パネルにかかる支持脚は、フレキ付サラビス半ネジタイプ（φ
3.8×L38）で下図のように固定する。

●連結材は、粘着テープの離型紙をはがして支持脚間に貼り付
け、床パネルにかかる連結材をフレキ付サラビス半ネジタイプ
（φ3.8×L38＠240㎜ピッチ以内）で固定する。

より詳細な施工手順については、施工要領書をご確認ください。

種類 厚み 幅

12㎜以上 140㎜以上 不要
12㎜以上 140㎜未満
12㎜未満
－
－

－

－

－
－

－

－

－

無垢フローリング 12㎜
直張りフローリング 5.5㎜以上

ビニル床シート・クッションフロア
ビニル床タイル・タイルカーペット・カーペット

9㎜以上
（1坪未満の場合は5.5㎜以上)

畳 不要

仕上げ材
捨張合板厚み

複合フローリング
5.5㎜以上

※記載する種類以外の仕上げ材の場合、捨張合板の仕様は別途ご相談ください。
※仕上げ材メーカーの施工要領に捨張合板仕様の記載がある場合には、仕上げ材メーカーの
　仕様に従ってください。
※住宅用途以外に使用する場合には、捨張合板の厚みについて別途ご相談ください。
※床暖房パネルを施設する場合には、捨張合板12㎜を施工してください。
※ビニル床シート・クッションフロア・ビニル床タイル仕上げの場合、捨張合板の目地が表面に浮
　き出る恐れがあります。捨張合板の上に5.5mm合板を重ね貼りすることで目地の浮き出しを
　軽減することができます。

CP-F
支持脚
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1 施工を始める前の確認事項ときわ根太の確認
●スラブ面の支持脚が設置できないような不陸、傾き等がないかをあらかじめ確認する。不陸、傾き
等によって施工ができない状態であれば、元請業者に報告し、補修を行う。
●スラブ面の木屑、ゴミ等を除去する。
●スラブ面が濡れている場所、水たまりがある場所は、乾かす。
●きわ根太の取付け箇所に間違いがないか、指定されているレベルで施工されているのか確認する。
●きわ根太の高さと掃き出しサッシ、木製建具、家具式クローゼット、配管等との取り合いを確認する。

2 支持脚の高さ仮調整
●きわ根太上面とおおよそ同じ高さに
支持脚をレベル調整する。

3

4 2枚目以降の床パネルの敷き込み
●1枚目と同様に割付け図に従い千鳥になるように床パネルを敷き込みます。床パネル間の目地幅は長手方向は約20㎜、短手方向は約2～3㎜隙間を設ける。
●床パネル・連結材のカット時に、カットした面と固定ビスの間隔が150㎜以上空いた場合には、「EP用断熱材固定ビス」で留める。（下図参照ください。）

●支持脚の両面テープの剥離紙をはがし、床パネルの長辺に607㎜ピッチ以内で支持脚を設置
し、床の仕上げ高さまで仮レベル調整し、床パネルを支える。
●床パネルにかかる支持脚は、フレキ付サラビス半ネジタイプ（φ3.8×L38）で右図のように固
定する。なお、支持脚は、粘着テープの方向が床パネルの長手方向と直交するように設置する。
●連結材は、粘着テープの離型紙をはがして支持脚間に貼り付け、床パネルにかかる連結材をフ
レキ付サラビス半ネジタイプ（φ3.8×L38＠240㎜ピッチ）で固定する。
●最後の列に設置する床パネルは、幅を200㎜以上とする。200㎜未満になる場合は、1列前の
床パネルの幅をカットし、200㎜以上になるように調整する。

5 最終レベル調整
●床パネルを全面に敷設したら、支持脚の最終レベル調整を行う。その後、床パネルの上を歩いて床鳴りが発生しないかを確認する。床鳴りする場合は、フ
ローリングの施工前に補修を行う。
●最終レベル調整は、支持脚直上に載って行わない。支持脚から離れた場所から手をのばしてレベル調整を行う。
●床パネルの上に重量物の仮置きを避ける。
●床下に配管がある場合にはチョーク等で印を付けておきフローリング等仕上げ材の施工時に釘による配管の打ち抜きを予防する。
●床パネルを全面に敷設後は、重量物の仮置きを避ける。
●立ち上がり配管等で床パネルを切り欠く場合は、配管と床パネルの間を5～10㎜空けます。余分な切込みは避け、補強用支持脚で補強します。

■捨張合板仕様（CP支持脚・CP-F補強用支持脚使用時）■ 捨張合板の施工に関する注意点
●捨張合板の張り方向は、床パネルと直交するように施工してください。
●捨張合板の目地と床パネルの目地が重ならないように施工してください。この
とき、床パネルに対する捨張合板のかかり寸法は150㎜以上としてください。

●最後の列に施工する捨張合板は、幅を200㎜以上としてください。
●捨張合板の固定方法は、

■ 仕上げ材の施工に関する注意点

〔3尺×6尺×厚み5.5㎜合板の場合〕
留め方：タッカー（419J相当）
ピッチ：縦9本×横6本＝54本以上

〔3尺×6尺×厚み9㎜12㎜合板の場合〕
留め方：スクリュー釘（長さ32㎜以上）
ピッチ：縦9本×横5本=45本以上
もしくは、
留め方：ビス（長さ32㎜以上）
ピッチ：縦9本×横4本=36本以上

●原則、仕上げ材メーカーの施工要領に従って施工してください。
●フローリングの目地と床パネルの目地が重ならないように施工してください。このとき、床パネルに対するフローリングのかかり寸法は150㎜以上としてください。
●フローリングの張り方向は、床パネルと直交するように施工してください。
●フローリングの固定に使用する接着剤は、仕上げ材メーカーの指定接着剤か弾性ウレタン系接着剤を使用してください。
●フローリングの張り始めや張り終いの固定には、フィニッシュネイルや隠し釘は使用しないでください。仕上げ材メーカーの指定するステープルやスクリュー釘等を使用
してください。

より詳細な施工手順については、施工要領書をご確認ください。

1枚目の床パネルの敷き込み・床パネルに支持脚を設置
●短手方向の断熱材を、きわ根太の幅に合わせてカットする。
●割付図に従って、1枚目の床パネルをきわ根太に載せる。この時、床パネルと壁躯体との間に5～10㎜
の隙間を設ける。また、断熱材がきわ根太に接触していないことを確認する。

●きわ根太にかかる床パネルをフレキ付サラビス半ネジタイプ（φ3.8×L38＠300㎜ピッチ以内）で固
定する。

●支持脚の粘着テープの剥離紙をはがし、床パネルの長辺に607㎜ピッチ以内で支持脚を設置し、床の
仕上げ高さまで仮レベル調整し、床パネルを支える。

●床パネルにかかる支持脚は、フレキ付サラビス半ネジタイプ（φ
3.8×L38）で下図のように固定する。

●連結材は、粘着テープの離型紙をはがして支持脚間に貼り付
け、床パネルにかかる連結材をフレキ付サラビス半ネジタイプ
（φ3.8×L38＠240㎜ピッチ以内）で固定する。

より詳細な施工手順については、施工要領書をご確認ください。

種類 厚み 幅

12㎜以上 140㎜以上 不要
12㎜以上 140㎜未満
12㎜未満
－
－

－

－

－
－

－

－

－

無垢フローリング 12㎜
直張りフローリング 5.5㎜以上

ビニル床シート・クッションフロア
ビニル床タイル・タイルカーペット・カーペット

9㎜以上
（1坪未満の場合は5.5㎜以上)

畳 不要

仕上げ材
捨張合板厚み

複合フローリング
5.5㎜以上

※記載する種類以外の仕上げ材の場合、捨張合板の仕様は別途ご相談ください。
※仕上げ材メーカーの施工要領に捨張合板仕様の記載がある場合には、仕上げ材メーカーの
　仕様に従ってください。
※住宅用途以外に使用する場合には、捨張合板の厚みについて別途ご相談ください。
※床暖房パネルを施設する場合には、捨張合板12㎜を施工してください。
※ビニル床シート・クッションフロア・ビニル床タイル仕上げの場合、捨張合板の目地が表面に浮
　き出る恐れがあります。捨張合板の上に5.5mm合板を重ね貼りすることで目地の浮き出しを
　軽減することができます。

CP-F
支持脚
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上記の数値はあくまでも最大破壊荷重値です。施工
の際は圧縮耐荷重：3000N/個（約300kgf/個）以
下になるように使用願います。

※バラ出荷対応いたします。ただし、１オーダーに正梱が含まれている場合についても
　梱包手数料として、￥3，０００別途申し受けます。
※ストッパー締め治具は4Ａ型～8Ａ型の梱包単位のご発注時のみ同梱しています。
　バラ出荷の場合には同梱しておりません。

※バラ出荷対応いたします。ただし、１オーダーに正梱が含まれている場合に
　ついても梱包手数料として、￥3，０００別途申し受けます。

￥4,100/個

￥11,700/個

12個入
（2個×6）

4個入

束＠455以内

■床パネル仕様

施工工具 遮音プラ木レン

■概算使用数（別途きわ根太必要）

必要数 4.5個/㎡

床パネル スーパーUダインN

6尺×1.5尺の場合 1.2枚/㎡
6尺×3尺の場合 0.6枚/㎡

遮音プラ木レン1個あたり
60～70g

施工工具 プラ木レン

■概算使用数（別途きわ根太必要）

必要数 4.5個/㎡

床パネル スーパーUダインN
（プラ木レン専用接着剤）

6尺×1.5尺の場合 1.2枚/㎡
6尺×3尺の場合 0.6枚/㎡

プラ木レン1個あたり
60～70g

■製品仕様
部材名
台板

材質
合板 JASⅠ類

スチレンブタジエンゴム（SBR）
スチレンブタジエンゴム（SBR）
ポリプロピレン
ポリプロピレン
ポリプロピレン

規格（㎜）
97×97×厚15
─
─
─
─
─

備考
─

ゴム硬度：50度
ゴム硬度：70度
─
─

0S～3Sは無し

ボルト
ナット
ストッパー

50型（黒色ゴム座）
70型（赤色ゴム座）

ゴム座

■捨張合板仕様

種類
仕上げ材

幅厚み 捨張合板厚み

不要畳

ビニル床シート・クッションフロア
ビニル床タイル・タイルカーペット・カーペット

無垢フローリング
直張りフローリング

9㎜以上※

9㎜以上

複合フローリング
140㎜以上
140㎜未満

─
─
─

─

─

不要12㎜以上
12㎜以上
12㎜未満
─
─

─

─

■荷重試験データ

※測定箇所は床パネル中央部　※仕上げ材：クッションフロア

※9㎜＋12㎜、12㎜＋12㎜は合板を2枚重ねて施工してください。
※9㎜＋12㎜の場合には、12㎜の上に9㎜を施工してください。

測定値試験項目
400kgf/㎡変位量
400kgf変位量
15㎏･m時の状況

1.2㎜
4.5㎜
異常なし

積載荷重
局部荷重
衝撃

スラブ厚
150mm

遮音
性能 LL-40・LH-50 スラブ厚

150mm
遮音
性能 LL-45・LH-55

コンクリートスラブ
150㎜厚

遮音プラ木レン

フクビスーパーUダインN
（プラ木レン専用接着剤）

サラビス

パーティクルボード　1,820×600×厚20㎜
フローリング　厚12㎜

コンクリートスラブ
150㎜厚

遮音プラ木レン

フクビスーパーUダインN
（プラ木レン専用接着剤）

サラビス

合板　1,820×910×厚15㎜
フローリング　厚12㎜

床高調整範囲 床高調整範囲

●上表以外の仕上げ材を使用する場合は、捨張板の厚みについて別途ご相談ください。
●仕上げ材メーカーの施工要領書に捨張合板仕様の記載がある場合には、仕上げ材メ
ーカーの仕様に従ってください。
●床暖房パネルを施工時に、床パネルがパーティクルボードの場合には捨張合板１２㎜を
施工してください。合板の場合には捨張合板は不要です。
※無垢フローリングを施工時に、床パネルがパーティクルボードの場合には捨張合板１２㎜を施工してください。

注意

梱包内容単品価格（個）呼称

.

プラ木レンきわ根太

床パネル
フローリング　厚12㎜

サラビス

コンクリートスラブ

幅木

床高調整範囲

フクビスーパーUダインN
（プラ木レン専用接着剤）

合板厚15mmまたは
パーティクルボード厚20mm
台板（合板）厚15mm

壁

¥910
¥930
¥940
¥980
¥1,080
¥1,180
¥1,340
¥910
¥930
¥940
¥980
¥1,080
¥1,180
¥1,340

¥45,500
¥46,500
¥47,000
¥49,000
¥54,000
¥59,000
¥67,000
¥45,500
¥46,500
¥47,000
¥49,000
¥54,000
¥59,000
¥67,000

￥560
￥560
￥750
￥790
￥890
￥980
￥1,140
￥1,560
￥1,860

200個入

100個入

50個入

個

3000N/個（約300kgf/個）

N/個 kgf/個

短い工期、低コスト。配線、配管等の多い場所に
効果を上げる点支持具。

簡単施工の遮音用支持脚。自立型支持脚で、下地
パネルを選ばないから小規模物件やワンルーム・
水廻りなどのリフォームにぴったり。

■荷重試験データ

※測定箇所は床パネル中央部　※仕上げ材：フローリング12㎜厚

※12㎜＋12㎜は合板を2枚重ねて施工してください。

測定値試験項目
400kgf/㎡変位量
400kgf変位量
15㎏･m時の状況

4.7㎜
12.4㎜
異常なし

積載荷重
局部荷重
衝撃

■床パネル仕様

部材名

パーティクルボード

パーティクルボード
JIS･MR1(M)-18

20㎜
25㎜
20㎜
25㎜

15㎜

12㎜+12㎜
15㎜
24㎜

パーティクルボード
JIS･MR1(M)-18

合板（JAS規格品）

6尺×3尺 455㎜以内

455㎜以内

455㎜以内

長手方向：455㎜以内
短手方向：600㎜以内

6尺×3尺

6尺×1.5尺

6尺×2尺

合板（JAS規格品）

合板

材質
規格 遮音プラ木レン

施工ピッチ長さ×幅 厚み※

■床パネル仕様■床パネル仕様

部材名

パーティクルボード パーティクルボード
JIS･MR1(M)-18

20㎜
25㎜

15㎜

9㎜+12㎜
12㎜+12㎜
15㎜
24㎜

合板（JAS規格品）

6尺×3尺 455㎜以内

455㎜以内

455㎜以内

6尺×3尺

6尺×1.5尺合板（JAS規格品）

合板

材質
規格 プラ木レン

施工ピッチ長さ×幅 厚み※

■捨張合板仕様

種類
仕上げ材

幅厚み 捨張合板厚み

不要畳

ビニル床シート・クッションフロア
ビニル床タイル・タイルカーペット・カーペット

無垢フローリング
直張りフローリング

5.5㎜以上※

5.5㎜以上

複合フローリング
140㎜以上
140㎜未満

─
─
─

─

─

不要12㎜以上
12㎜以上
12㎜未満
─
─

─

─

●上表以外の仕上げ材を使用する場合は、捨張板の厚みについて別途ご相談ください。
●仕上げ材メーカーの施工要領書に捨張合板仕様の記載がある場合には、仕上げ材メ
ーカーの仕様に従ってください。
●床暖房パネルを施工時に、床パネルがパーティクルボードの場合には捨張合板１２㎜を
施工してください。合板の場合には捨張合板は不要です。
※無垢フローリングを施工時に、床パネルがパーティクルボードの場合には捨張合板１２㎜を施工してください。

注意

※下記試験データは測定値であり、保証値ではありません。

※下記試験データは測定値であり、保証値ではありません。

3,000
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上記の数値はあくまでも最大破壊荷重値です。施工
の際は圧縮耐荷重：3000N/個（約300kgf/個）以
下になるように使用願います。

※バラ出荷対応いたします。ただし、１オーダーに正梱が含まれている場合についても
　梱包手数料として、￥3，０００別途申し受けます。
※ストッパー締め治具は4Ａ型～8Ａ型の梱包単位のご発注時のみ同梱しています。
　バラ出荷の場合には同梱しておりません。

※バラ出荷対応いたします。ただし、１オーダーに正梱が含まれている場合に
　ついても梱包手数料として、￥3，０００別途申し受けます。

￥4,100/個

￥11,700/個

12個入
（2個×6）

4個入

束＠455以内

■床パネル仕様

施工工具 遮音プラ木レン

■概算使用数（別途きわ根太必要）

必要数 4.5個/㎡

床パネル スーパーUダインN

6尺×1.5尺の場合 1.2枚/㎡
6尺×3尺の場合 0.6枚/㎡

遮音プラ木レン1個あたり
60～70g

施工工具 プラ木レン

■概算使用数（別途きわ根太必要）

必要数 4.5個/㎡

床パネル スーパーUダインN
（プラ木レン専用接着剤）

6尺×1.5尺の場合 1.2枚/㎡
6尺×3尺の場合 0.6枚/㎡

プラ木レン1個あたり
60～70g

■製品仕様
部材名
台板

材質
合板 JASⅠ類

スチレンブタジエンゴム（SBR）
スチレンブタジエンゴム（SBR）
ポリプロピレン
ポリプロピレン
ポリプロピレン

規格（㎜）
97×97×厚15
─
─
─
─
─

備考
─

ゴム硬度：50度
ゴム硬度：70度
─
─

0S～3Sは無し

ボルト
ナット
ストッパー

50型（黒色ゴム座）
70型（赤色ゴム座）

ゴム座

■捨張合板仕様

種類
仕上げ材

幅厚み 捨張合板厚み

不要畳

ビニル床シート・クッションフロア
ビニル床タイル・タイルカーペット・カーペット

無垢フローリング
直張りフローリング

9㎜以上※

9㎜以上

複合フローリング
140㎜以上
140㎜未満

─
─
─

─

─

不要12㎜以上
12㎜以上
12㎜未満
─
─

─

─

■荷重試験データ

※測定箇所は床パネル中央部　※仕上げ材：クッションフロア

※9㎜＋12㎜、12㎜＋12㎜は合板を2枚重ねて施工してください。
※9㎜＋12㎜の場合には、12㎜の上に9㎜を施工してください。

測定値試験項目
400kgf/㎡変位量
400kgf変位量
15㎏･m時の状況

1.2㎜
4.5㎜
異常なし

積載荷重
局部荷重
衝撃

スラブ厚
150mm

遮音
性能 LL-40・LH-50 スラブ厚

150mm
遮音
性能 LL-45・LH-55

コンクリートスラブ
150㎜厚

遮音プラ木レン

フクビスーパーUダインN
（プラ木レン専用接着剤）

サラビス

パーティクルボード　1,820×600×厚20㎜
フローリング　厚12㎜

コンクリートスラブ
150㎜厚

遮音プラ木レン

フクビスーパーUダインN
（プラ木レン専用接着剤）

サラビス

合板　1,820×910×厚15㎜
フローリング　厚12㎜

床高調整範囲 床高調整範囲

●上表以外の仕上げ材を使用する場合は、捨張板の厚みについて別途ご相談ください。
●仕上げ材メーカーの施工要領書に捨張合板仕様の記載がある場合には、仕上げ材メ
ーカーの仕様に従ってください。
●床暖房パネルを施工時に、床パネルがパーティクルボードの場合には捨張合板１２㎜を
施工してください。合板の場合には捨張合板は不要です。
※無垢フローリングを施工時に、床パネルがパーティクルボードの場合には捨張合板１２㎜を施工してください。

注意

梱包内容単品価格（個）呼称

.

プラ木レンきわ根太

床パネル
フローリング　厚12㎜

サラビス

コンクリートスラブ

幅木

床高調整範囲

フクビスーパーUダインN
（プラ木レン専用接着剤）

合板厚15mmまたは
パーティクルボード厚20mm
台板（合板）厚15mm

壁

¥910
¥930
¥940
¥980
¥1,080
¥1,180
¥1,340
¥910
¥930
¥940
¥980
¥1,080
¥1,180
¥1,340

¥45,500
¥46,500
¥47,000
¥49,000
¥54,000
¥59,000
¥67,000
¥45,500
¥46,500
¥47,000
¥49,000
¥54,000
¥59,000
¥67,000

￥560
￥560
￥750
￥790
￥890
￥980
￥1,140
￥1,560
￥1,860

200個入

100個入

50個入

個

3000N/個（約300kgf/個）

N/個 kgf/個

短い工期、低コスト。配線、配管等の多い場所に
効果を上げる点支持具。

簡単施工の遮音用支持脚。自立型支持脚で、下地
パネルを選ばないから小規模物件やワンルーム・
水廻りなどのリフォームにぴったり。

■荷重試験データ

※測定箇所は床パネル中央部　※仕上げ材：フローリング12㎜厚

※12㎜＋12㎜は合板を2枚重ねて施工してください。

測定値試験項目
400kgf/㎡変位量
400kgf変位量
15㎏･m時の状況

4.7㎜
12.4㎜
異常なし

積載荷重
局部荷重
衝撃

■床パネル仕様

部材名

パーティクルボード

パーティクルボード
JIS･MR1(M)-18

20㎜
25㎜
20㎜
25㎜

15㎜

12㎜+12㎜
15㎜
24㎜

パーティクルボード
JIS･MR1(M)-18

合板（JAS規格品）

6尺×3尺 455㎜以内

455㎜以内

455㎜以内

長手方向：455㎜以内
短手方向：600㎜以内

6尺×3尺

6尺×1.5尺

6尺×2尺

合板（JAS規格品）

合板

材質
規格 遮音プラ木レン

施工ピッチ長さ×幅 厚み※

■床パネル仕様■床パネル仕様

部材名

パーティクルボード パーティクルボード
JIS･MR1(M)-18

20㎜
25㎜

15㎜

9㎜+12㎜
12㎜+12㎜
15㎜
24㎜

合板（JAS規格品）

6尺×3尺 455㎜以内

455㎜以内

455㎜以内

6尺×3尺

6尺×1.5尺合板（JAS規格品）

合板

材質
規格 プラ木レン

施工ピッチ長さ×幅 厚み※

■捨張合板仕様

種類
仕上げ材

幅厚み 捨張合板厚み

不要畳

ビニル床シート・クッションフロア
ビニル床タイル・タイルカーペット・カーペット

無垢フローリング
直張りフローリング

5.5㎜以上※

5.5㎜以上

複合フローリング
140㎜以上
140㎜未満

─
─
─

─

─

不要12㎜以上
12㎜以上
12㎜未満
─
─

─

─

●上表以外の仕上げ材を使用する場合は、捨張板の厚みについて別途ご相談ください。
●仕上げ材メーカーの施工要領書に捨張合板仕様の記載がある場合には、仕上げ材メ
ーカーの仕様に従ってください。
●床暖房パネルを施工時に、床パネルがパーティクルボードの場合には捨張合板１２㎜を
施工してください。合板の場合には捨張合板は不要です。
※無垢フローリングを施工時に、床パネルがパーティクルボードの場合には捨張合板１２㎜を施工してください。

注意

※下記試験データは測定値であり、保証値ではありません。

※下記試験データは測定値であり、保証値ではありません。

3,000
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Q1.戸建てやマンションにオススメの床は？

あなたが使いたいシステムが分かる!!!!乾式二重床Q&A

A. 
オススメのシステム

Q2.さらに床の断熱性を高めたいときには？
A. 

オススメの支持脚

EPシリーズ

CPシリーズ

E-CPシリーズ

Q3.遮音性能が高い床は？
A. 

Q4.住宅性能表示『ΔL=1』って何？
A. 

オススメの支持脚

オススメの支持脚

システム根太

CPシリーズ

CP-SEシリーズ

Q5.床パネルは合板？パーチ？
A. 

オススメの支持脚

プラ木レンシリーズ

戸建てやマンション、一部は施設にも使える汎用的なフリー
フロアーは、CPシリーズです。
遮音性能を取得しており、上階からの騒音を遮音します。
耐荷重性も第三者機関の耐荷重試験を合格しております。

断熱性をさらに高めたい場合には、EPシリーズがおすすめです。
EPシリーズは、床パネルに断熱材を裏打ちすることで断熱性を
高めます。
地階がある場合や基礎断熱できない場合によく使用されます。

遮音性能が高い床は、CPRです。
ΔＬ等級（デルタエル）の遮音性能を取得しており、上階から
の騒音を遮音します。
端部の納まりには、システム根太ＳＧの施工をお勧めします。
CPシリーズ「フリーフロアーCPR」のΔL等級
⇒『ΔLL(Ⅱ)-3・ΔLH(Ⅱ)-2』

まず住宅性能表示とは、国土交通省より定められた品確法
の制度の一つです。『ΔＬ＝１』とは、品確法の中の重量床衝
撃音の遮音性能を表しています。
ΔL等級や推定L等級と同様に遮音性能ですが、評価方法
が異なるため、比較することはできません。
品確法に適合していることが支持脚を選ぶ条件にもなるた
め、幅広く対応できるように取得しております。

近年、床パネルはパーチが一般的になってきましたが、合板も
まだまだ根強い人気があります。床パネルに合板を使えるの
は、プラ木レンシリーズです。

※カタログには、ΔL等級とは別に推定L等級『LL-〇〇・LH-〇〇』が記載されています。推定L
等級は、ΔL等級よりも以前に使われていた遮音性能を表す等級です。長年運用されていた
推定L等級ですが、ΔL等級の方がより現場に近い条件下で評価されています。

Gボルト Mナット Sナット

ボルト ナット

幅木

フレキ付サラビス 38mm
（半ネジタイプ）

フローリング

パーティクルボード

システム
根太SG

根太材
〔30×30×910〕

ナット

ボルト

ゴム座

スラブ

SGパット

壁

●品名表記に関して
■システム根太SGは、下記の表にもとづいて使い分けてください。
開口部には、ボルトが3本のシステム根太SGを、一般部にはボルトが2本のシステム根太SGを推奨いたします。

●SGパットとボルトは現場で取り付けてください。
●接着剤は、ボルトとナットの嵌合部、ボルトとゴム座の嵌合部へ
　「フリーフロアーシステム専用接着剤」を適量流し込んでください。

1g

5g

ボルトとナットの嵌合部へ ボルトとゴム座の嵌合部へ注意

スラブ

接着剤

〔接着剤塗布後〕
※接着剤をゴム座からあふれさせてスラブと
　一体になって接着させる。

呼称 梱包数量（本） バラ出荷対応

システム根太SG

●

20 ○1本単位

●：施工推奨　○:施工可能　△:施工をお奨めしません

○

△

●

20×30×910－2S　低床用
30×30×910－2S
30×30×910－2M
20×30×910－3S　低床用
30×30×910－3S
30×30×910－3M

施工部位
一般部 開口部

■床高さ調整範囲

根太材 ナット

低床用 S

汎用
M

ボルト〔荷重対策用〕 調整範囲(mm) 中央高さ(mm)

Gボルト33
Gボルト43
Gボルト63
Gボルト93
Gボルト123
Gボルト153
Gボルト183
Gボルト213
Gボルト243
Gボルト273
Gボルト298
Gボルト323
Gボルト348
Gボルト373

33～46
43～66
63～106
93～136
123～166
153～196
183～226
213～256
243～286
273～316
298～341
323～366
348～391
373～416 

39
54
84
114
144
174
204
234
264
294
319
344
369
394

◯：根太材の高さ（20mmもしくは30mm）
□：ナットの本数（2本もしくは3本）
△：ナットのサイズ（SナットもしくはMナット）

ナットの本数根太材の高さ ナットのサイズ
システム根太SG ○×30×910-□ △

■製品仕様
部材名

システム根太SG（本体）

Gボルト（支持脚）

SGバット（緩衝材）
フリーフロアーシステム専用接着剤

根太材
低床用 高さ20×幅30×長さ910mm F☆☆☆☆

高さ30×幅30×長さ910mm F☆☆☆☆汎用
LVL（集成材）

スチール

発泡ポリエチレン
1液型ウレタン系

2種類（Sナット、Mナット）
長さ14種類

φ35mm　高さ10mm

厚さ10×15×30mm
容量400g/本　F☆☆☆☆

ナット
スチールボルト

スチレンブタジエンゴム
ゴム硬度70°ゴム座

材質 備考

●SGパット10×15×30
■別売り部材

呼称 設計価格（枚） 梱包内容 バラ出荷対応
SGパット 10×15×30 ¥22 60枚/シート ×

呼称 コード 単品価格（本） 梱包価格

フリーフロアーシステム
専用接着剤 FFBOND ¥2,320 ￥46,400

梱包内容（本）

20

バラ出荷

○

ご発注に関する注意事項 　　  の色が付いた商品はバラ出荷対応いたします。ただし、１オーダーに正梱が含まれている場合についても梱包手数料として、￥3，０００別途申し受けます。
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Q1.戸建てやマンションにオススメの床は？

あなたが使いたいシステムが分かる!!!!乾式二重床Q&A

A. 
オススメのシステム

Q2.さらに床の断熱性を高めたいときには？
A. 

オススメの支持脚

EPシリーズ

CPシリーズ

E-CPシリーズ

Q3.遮音性能が高い床は？
A. 

Q4.住宅性能表示『ΔL=1』って何？
A. 

オススメの支持脚

オススメの支持脚

システム根太

CPシリーズ

CP-SEシリーズ

Q5.床パネルは合板？パーチ？
A. 

オススメの支持脚

プラ木レンシリーズ

戸建てやマンション、一部は施設にも使える汎用的なフリー
フロアーは、CPシリーズです。
遮音性能を取得しており、上階からの騒音を遮音します。
耐荷重性も第三者機関の耐荷重試験を合格しております。

断熱性をさらに高めたい場合には、EPシリーズがおすすめです。
EPシリーズは、床パネルに断熱材を裏打ちすることで断熱性を
高めます。
地階がある場合や基礎断熱できない場合によく使用されます。

遮音性能が高い床は、CPRです。
ΔＬ等級（デルタエル）の遮音性能を取得しており、上階から
の騒音を遮音します。
端部の納まりには、システム根太ＳＧの施工をお勧めします。
CPシリーズ「フリーフロアーCPR」のΔL等級
⇒『ΔLL(Ⅱ)-3・ΔLH(Ⅱ)-2』

まず住宅性能表示とは、国土交通省より定められた品確法
の制度の一つです。『ΔＬ＝１』とは、品確法の中の重量床衝
撃音の遮音性能を表しています。
ΔL等級や推定L等級と同様に遮音性能ですが、評価方法
が異なるため、比較することはできません。
品確法に適合していることが支持脚を選ぶ条件にもなるた
め、幅広く対応できるように取得しております。

近年、床パネルはパーチが一般的になってきましたが、合板も
まだまだ根強い人気があります。床パネルに合板を使えるの
は、プラ木レンシリーズです。

※カタログには、ΔL等級とは別に推定L等級『LL-〇〇・LH-〇〇』が記載されています。推定L
等級は、ΔL等級よりも以前に使われていた遮音性能を表す等級です。長年運用されていた
推定L等級ですが、ΔL等級の方がより現場に近い条件下で評価されています。

Gボルト Mナット Sナット

ボルト ナット

幅木

フレキ付サラビス 38mm
（半ネジタイプ）

フローリング

パーティクルボード

システム
根太SG

根太材
〔30×30×910〕

ナット

ボルト

ゴム座

スラブ

SGパット

壁

●品名表記に関して
■システム根太SGは、下記の表にもとづいて使い分けてください。
開口部には、ボルトが3本のシステム根太SGを、一般部にはボルトが2本のシステム根太SGを推奨いたします。

●SGパットとボルトは現場で取り付けてください。
●接着剤は、ボルトとナットの嵌合部、ボルトとゴム座の嵌合部へ
　「フリーフロアーシステム専用接着剤」を適量流し込んでください。

1g

5g

ボルトとナットの嵌合部へ ボルトとゴム座の嵌合部へ注意

スラブ

接着剤

〔接着剤塗布後〕
※接着剤をゴム座からあふれさせてスラブと
　一体になって接着させる。

呼称 梱包数量（本） バラ出荷対応

システム根太SG

●

20 ○1本単位

●：施工推奨　○:施工可能　△:施工をお奨めしません

○

△

●

20×30×910－2S　低床用
30×30×910－2S
30×30×910－2M
20×30×910－3S　低床用
30×30×910－3S
30×30×910－3M

施工部位
一般部 開口部

■床高さ調整範囲

根太材 ナット

低床用 S

汎用
M

ボルト〔荷重対策用〕 調整範囲(mm) 中央高さ(mm)

Gボルト33
Gボルト43
Gボルト63
Gボルト93
Gボルト123
Gボルト153
Gボルト183
Gボルト213
Gボルト243
Gボルト273
Gボルト298
Gボルト323
Gボルト348
Gボルト373

33～46
43～66
63～106
93～136
123～166
153～196
183～226
213～256
243～286
273～316
298～341
323～366
348～391
373～416 

39
54
84
114
144
174
204
234
264
294
319
344
369
394

◯：根太材の高さ（20mmもしくは30mm）
□：ナットの本数（2本もしくは3本）
△：ナットのサイズ（SナットもしくはMナット）

ナットの本数根太材の高さ ナットのサイズ
システム根太SG ○×30×910-□ △

■製品仕様
部材名

システム根太SG（本体）

Gボルト（支持脚）

SGバット（緩衝材）
フリーフロアーシステム専用接着剤

根太材
低床用 高さ20×幅30×長さ910mm F☆☆☆☆

高さ30×幅30×長さ910mm F☆☆☆☆汎用
LVL（集成材）

スチール

発泡ポリエチレン
1液型ウレタン系

2種類（Sナット、Mナット）
長さ14種類

φ35mm　高さ10mm

厚さ10×15×30mm
容量400g/本　F☆☆☆☆

ナット
スチールボルト

スチレンブタジエンゴム
ゴム硬度70°ゴム座

材質 備考

●SGパット10×15×30
■別売り部材

呼称 設計価格（枚） 梱包内容 バラ出荷対応
SGパット 10×15×30 ¥22 60枚/シート ×

呼称 コード 単品価格（本） 梱包価格

フリーフロアーシステム
専用接着剤 FFBOND ¥2,320 ￥46,400

梱包内容（本）

20

バラ出荷

○

ご発注に関する注意事項 　　  の色が付いた商品はバラ出荷対応いたします。ただし、１オーダーに正梱が含まれている場合についても梱包手数料として、￥3，０００別途申し受けます。

26
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「プラ木レン」はフクビ化学工業（株）の登録商標です。


